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秋野不矩

夫・沢宏靱とともに（1955年）
本名 秋野ふく
誕⽣⽇ 1908年7⽉25⽇
出⽣地  ⽇本・静岡県磐⽥郡⼆俣町

（現・浜松市天⻯区⼆俣町）城
⼭

死没地 京都府北桑⽥郡美⼭町
配偶者 沢宏靱（1958年離婚）
芸術分野 ⽇本画
出⾝校 静岡県⼆俣⾼等⼥学校

静岡県⼥⼦師範学校
代表作 『インド⼥性』（1964年）

『ガンガー』（1979年）
『残雪』（1980年）
『廻廊』（1984年）

受賞 第⼗⼀回帝展 – ⼊選
 昭和5年 「野を帰る」
第⼗三回帝展 – ⼊選
 昭和7年 「ゆあみ」
第⼗四回帝展 – ⼊選
 昭和8年 「朝露」
第⼗五回帝展 – ⼊選
 昭和9年 「ゆの後」
新⽂展鑑査展 – 選奨
 昭和11年 「砂上」
第⼀回新⽂展 – ⼊選
 昭和12年 「⼩児群像」
第三回市展 – 賞
 昭和13年 「兄弟」
第⼆回新⽂展 – 特選

秋野不矩
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

秋野 不矩（あきの ふく、1908年（明治41年）7⽉25⽇
- 2001年（平成13年）10⽉11⽇）は、静岡県出⾝の⼥
流⽇本画家。本名はひらがなでふく[2]。⽇本画家沢宏
靱との間に6⼈の⼦を儲けた[3][4]。絵本画家の秋野亥
左牟は次男[5][6][7]。

昭和初期より⻄⼭翠嶂⾨下で官展の⼊選・特選などを
重ねた。戦後は画塾を出て「創造美術」（現創画会）
の結成に参画する⼀⽅、美術学校（現京都市⽴芸術⼤
学）にて後進を指導。50代で赴任したインドの⾵景に
魅せられ、以後インドを主題にした作品で新しい境地
を開拓する。

神主の⽗[8]惣吉と⺟かつの五⼥として静岡県に⽣まれ
る[9]。貧乏な⽥舎暮らしで玩具も絵本もなかったた
め[10]、好きな絵を描いて育った[11]。⼩学六年の時、
東京の美術学校出⾝の教師と親しく接し、ゴッホやゴ
ーギャンの絵画を知る[11][12]。静岡県⼆俣⾼等⼥学校
から静岡県⼥⼦師範学校⼆部へ進学。卒業後、⿓川村
の横⼭尋常⾼等⼩学校に赴任するも、⽣徒らの扱いに
てこずり[13][14]、翌年教職を辞して千葉県⼤綱町の画
家⽯井林響の内弟⼦となった[9]。画室の掃除や庭の草
むしりのほか、五⼗種類以上飼われていた⿃の世話な
どで絵を描く暇はなかったが、師匠の作画の⼿伝いな
どで蘊蓄の深い教えを受けた[15]。

その後、師・林響が脳溢⾎で倒れたことを契機に、
「もっと絵を描きたい」と打ち明け[16]、のち京都へ出
た[17]。京都では、師範学校時代の恩師の友⼈福⽥恵⼀
を頼って、⻄⼭翠嶂の画塾「⻘甲社（しょうこうし
ゃ）」に⼊塾[17]。壬⽣に嫁いでいた姉夫婦の家を寄⾷
先とし[17]、出品画の制作の際は永観堂に部屋を借り
た[18]。

⼊塾翌年の1930年（昭和5年）、帝展にて初出品・初
⼊選して以来⼊選を重ね、続く新⽂展で選奨（昭和11
年）、特選（昭和13年）を受賞して無鑑査者となっ
た [19]。戦後は、国の補助を受けず在野にて⽴ちた
い[20]との思いから、同⾨の上村松篁・沢宏靱・向井
久万・広⽥多津ほか [21]、東京の同志らとも相寄
り[22]、新しい⽇本画の団体「創造美術」（現創画会）
を結成[9][23]、以後官展との関りを断ち[21][22]、いわ
ゆる近代⽇本画家の主流コース（官展会員→官展審査
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 昭和13年 「紅裳」
⼤毎東⽇紀元⼆六〇〇年奉祝⽇
本画展覧会 – ⼤毎東⽇賞
 昭和15年 「陽」
紀元⼆千六百年奉祝美術展 – ⼊
選
 昭和15年 「朝」
戦時特別⽂展 – ⼊選
 昭和19年 「騎⾺戦」
第⼆回⽇展 – ⼊選
 昭和21年 「姉妹」
第三回⽇展 – ⼊選
 昭和22年 「桔梗」
第⼀回上村松園賞
 昭和26年 「少年群像」
京都府美術⼯芸功労者表彰
 昭和56年
第27回毎⽇芸術賞
 昭和60年 「秋野不矩⾃選展」
第1回京都美術⽂化賞
 昭和63年
第43回中⽇⽂化賞
 平成2年
第44回⽂化功労者
 平成3年
第25回⽇本芸術⼤賞
 平成5年
第17回（平成10年度）京都府
⽂化賞 – 特別功労賞
 平成11年
⽂化勲章（平成11年度）
 平成11年

ウェブサイト www.akinofuku.jp (http://ww
w.akinofuku.jp)

会員選出組織 創画会
後援者 内⼭⽵蔵（⼆俣町）[1]

浜松市秋野不矩美術館

員→⽇本芸術院会員→⽂化勲章）を外れた[24][25]。そ
の傍ら、京都市⽴美術専⾨学校（のち京都市⽴美術⼤
学、現京都市⽴芸術⼤学）において後進の指導に当
り、助教授・教授職を25年勤続して定年まで勤め
た[26]。

この間、50歳で離婚を経験し、その4年後には、佐和
隆研教授が持ち帰ったインド赴任の話に真っ先に⼿を
挙げ[27][28]、ビスバ・バーラティー⼤学の客員教授と
して約⼀年間当地で⽇本画を教えた[29][30]。帰国した
翌年、インドを描いた連作で個展を開催[26][31]。その
後の10年間は職務上の多忙もあって、ほぼ渡印の機会
に恵まれなかったが[26]、定年を迎えて以降、⻑期のイ
ンド滞在を重ね[32]、当地の⾃然と⾵⼟を画題にした諸
作品で新たな画境を開いた。⼆度にわたる画室の⽕災
を経て、京都郊外の美⼭町に移住。三男⼀家と暮らし
ながら[32]隣接するアトリエにて制作を続け、その作品
は80歳を超えてさらに⼤作となった[33]。91歳で⽂化
勲章を受章。その2年後、美⼭町の⾃宅で⼼不全により
永眠した。

所属した創画会の⽅針により、弟⼦はいない[34]。

1908年（明治41年） - 静岡県磐⽥郡⼆俣町に⽣ま
れる
1926年（⼤正15年） - 静岡県⼥⼦師範学校（後の
静岡⼤学教育学部）卒業
1927年（昭和2年） - ⽯井林響に師事
1929年（昭和4年） - ⻄⼭翠嶂に⼊⾨
1932年（昭和7年） - 結婚
1937年（昭和12年） - 京都の⼥流⽇本画家の会
「春泥会」結成に参加
1942年（昭和17年） - 市展の審査員に就任
1948年（昭和23年） - 創造美術を結成
1949年（昭和24年） - 助教授（京都市⽴美術専⾨
学校）就任
1951年（昭和26年） - 新制作協会⽇本画部発⾜
（創造美術を吸収合併）
1958年（昭和33年） - 離婚
1962年（昭和37年） - インド赴任
1964年（昭和39年） - 個展（東京⾼島屋美術画廊）
1966年（昭和41年） - 教授（京都市⽴美術⼤学）昇任
1971年（昭和46年） - インド・ネパール・アフガニスタン旅⾏（滞在3ヵ⽉）

年譜
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1972年（昭和47年） - 岡崎 (京都市)の画室がほぼ全焼
1974年（昭和49年） - 京都市⽴芸術⼤学定年退職、5⽉ 渡印（滞在8ヵ⽉）、創画会結成、7
⽉ 京芸⼤名誉教授就任
1976年（昭和51年） - ⼋瀬 (京都市)の画室を⽕事で焼失
1977年（昭和52年） - 4⽉ 渡印（滞在8ヵ⽉）
1982年（昭和57年） - 10⽉ 渡印（ナンダラ・ボース⽣誕祭列席、滞在3ヵ⽉）
1983年（昭和58年） - 天⻯市名誉市⺠（→浜松市名誉市⺠）[35]

1985年（昭和60年） - 2⽉ ⾃選展（⼤阪・京都・東京池袋・浜松）、8⽉ 京都市美術館評議
員就任、京展審査員就任
1986年（昭和61年） - 作品展、3⽉ インド・スリランカ旅⾏（滞在1ヵ⽉）
1988年（昭和63年） - 個展（東京銀座・京都・⼤阪・浜松）、5⽉ 渡印（滞在3ヵ⽉）
1991年（平成3年） - 7⽉ 渡印（滞在1ヵ⽉半）
1992年（平成4年） - 10⽉ 個展（東京佐賀町）
1993年（平成5年） - 10⽉ 回顧展（静岡県⽴美術館）
1998年（平成10年） - 郷⾥に美術館（現浜松市秋野不矩美術館）が完成
1999年（平成11年） - 渡印（滞在40⽇）
2001年（平成13年） - 10⽉ 永眠
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⼤阪府「なにわ塾」 編『⽇本画を語る』ブレーンセンター〈なにわ塾叢書 33〉、1990年。
秋野不矩『バウルの歌』筑摩書房、1992年。
⻄部邁「神さびた⼈」、「鄙びと雅びが渾然となって」『サンチョ・キホーテの旅』新潮社、
2009年、44-52⾴、ISBN 9784103675051 - ⻄部が秋野の思い出を語っている。
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浜松市秋野不矩美術館（旧天⻯市⽴） - 基本設計︓藤森照信。神⻑官守⽮史料館を⾒た秋野不
矩が藤森に依頼して建設された。第11回（平成10年度）静岡県都市景観賞 優秀賞（静岡新聞
社賞）受賞。

浜松市/秋野不矩美術館 (http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/akinofuku/)
天⻯市⽴秋野不矩美術館建築マップ (http://www.archi-map.jp/over/a_akino.html)
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